
平
成
二
十
六
年
度
頼
成
自
治

会
総
会
が
二
月
十

一
日
い
か
る

ぎ
館
に
お
い
て
自
治
会
会
員
７

９
人
（ほ
か
に
委
任
状
５
１
人
）

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。来

賓
と
し
て
迎
え
た
齋
藤
副

市
長
、
村
岡
市
議
か
ら
、
挨
拶

に
か
ね
て
、
三
二
九
号
線
の
延

伸
計
画
な
ど
、
当
面
す
る
地
域

の
課
題
と
見
通
し
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
、
続
い
て
議
長
に
林

秀
治
さ
ん
（善
導
）を
選
出
し
、

総
額
５
３
０
万
円
余
の
自
治
会

予
算
、
２
５
０
万
円
余
の
農
村

振
興
会
予
算
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
計
画
を
審
議
、
提
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
宮
委
員
会
の
総
会
が
開
か

れ
、
７
０
万
円
の
予
算
と
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
選
に
伴
う
自
治
委
員
会
新

伎
員
人
事
が
提
案
さ
れ
委
員
長
林
正
範
さ
ん
副
委
員
長

…
…

二τ
静
の
う
た

ん
灯
休
く
Ｓ
τ
κ
委
る
お
ぼ
ろ
の
え

林
友
行
さ
ん
生
活
環
境
担
当
副
委
員
長
高
畠
尚
志
さ
ん

ほ
か
、
現
役
員
全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
。

▼
　
平
成
二
十
六
年
度
自
治
会
役
員

経類簾長
　
赫　妊櫛
　　　　　　高畠　尚志

庶
務
　
　
　
林
　
晃
好
　
　
　
会
計
　
開
田
　
雅
弘

指
酪
腰
韻

当
　
小
森
　
兼
重
　
　
防
災
担
当
　
開
田
　
哲
弘

常
任
委
員

数砒興霧　　赫　離覗　編稲
水圏影　八日　賢正

帥
以
緒
剛
請
　
稲
畠

』
鰹
叩

林
　
　
多
均
　
齊
籐
　
繁
範

Ｈ
Ｐ
担
当
　
　
坂
東

宏

一

監
郭
育
担
当

　
　
赫
　
誓

俎
　
Ｍ
削
　

一栄
嚇
　

八
日
　
昭
夫

▼
常

識
鵠

東
　
林
　
　
隆
明
　
　
　
西
川
原
　
開
田
　
睦
秋

蹴　則　赫　　淳久一　　
　
凱　戦　林田　　鯖

▼宮猟許導電　林　　紀吉

総
代
　
　
林
　
正
範
　
八
日
了

一　
林
　
茂
之

幹離局　赫　正知　副会長　　赫　岬帥

幹事高林員畠尚隷
　
珈脚嚇赫志
　
　
薄は　椰田　新動

共
同
作
業

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
清
掃
　
一二
月
二
十
三
日
　
徳
万
地
内

当
番
　
善
導
常
会
　
正
覚
常
会

平
成
二
十
五
年
度
の
般
老
連
高

齢
者
学
級
の
閉
講
式
と
記
念
講
演

が
二
月
二
十
三
日
午
後

一
時
三
十

分
か
ら
、
般
若
農
村
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
年
間
の
活
動
を
総
括
し
た

後
、
記
念
講
演
に
移
り
、
市
内
の

柔
道
整
復
師
協
会
の
先
生
方
に
よ

る

「転
倒
防
止
に
つ
い
て
」
の
講

話技 実 と

林
神
社
例
祭

。
法
要

歳
旦
祭

春
季
例
祭

・
鎮
火
祭

金
比
羅
例
祭

除
蛙
祭

弔
　
事

沐
　
ゆ

き
　
椎

二
月

二
十

一
０
死
去

事
年
教
え
年
九
十
六
ミ

滅
ん
でお

修
々
み
中
ι
よ
げ
ま
す

一
　

月
　
　
一
日

〓
一　
月
　
十
二ハ
日

エハ
　
月
　
十
五
日

七
　
月
　
　
七
日

秋
季
例
祭

十

一
月

　

一二
日

新
嘗
祭

十

一
月
二
十
一一一日

般
老
連
高
齢
者
学
級

を
学
び
ま
し
た
。
転
ん

だ
が
最
後
そ
の
ま
ま
寝

た
き
り
に
な
る
ケ
ー
ス

の
多

い
私
た
ち
高
齢
者

に
と

っ
て
、
た
い
へ
ん

為
に
な
り
ま
し
た
。
約

二
十
人
余
り
の
学
級
員

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

尼 御
講 忌

当 当
番 番

二
月
九
日

正
覚

常
会

六
月
八
日

公
文
名
常
会

平
成
二
十
六
年
度

光
寿
会
定
期
総
会

時
　
一二
月
十

一
日

（火
曜
日
）

所

　

頼
成
改
善
セ
ン
タ
ー

会
費
　
　
一
、
０
０
０
円

総
会
が
終
っ
た
あ
と
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
の
で
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
年
に

一
度
全
会
員
が

一
堂
に
会

す
る
機
会
で
す
。
誘
い
合
わ
せ
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

誉壽
語喜

よ
り

日時は4月 17日10時～14時。会費1500円
を開く予定です。

(入館 料・昼食 。入浴込 み )。

入浴・おしやべり・お花

見弁当・軽スポーツ (ダブル

ス・パルーンバレー)お昼寝

などで楽しいひとときを過ご

しませんか。誘い合わ世てご

参力0く ださい。



第
四
回
会
員
作
品
展

光
寿
会
と
浮
世
亭
共
催

の
会
員
作
品
展
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
二
月
十
九

日
、
い
か
る
ぎ
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

書
、
写
真
、
本
工
芸
、

パ
ッ
チ
ヮ
ー
ク
、
絵
画
な

ど
の
ほ
か
、
今
回
は
か
つ

て
庄
川
の
護
岸
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た

「川
倉
」
の
ジ
オ
ラ
マ
（林

茂
之
さ
ん
作
）が
出
展
さ

れ
る
な
ど
、
会
員
の
多
彩

な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
他

地
区
か
ら
の
来
館
者
も
含

め
七
十
人
近
い
参
観
者
で

終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

盪
闇
８

臨

幽

せ―す
て覧

°
作

,者縮
介
し
ま

頼成光寿会作品展出品一覧表

耐

冬
季
五
輪
が
終
わ
り
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
て
い

た
テ
ロ
騒
ぎ
も
起
き
ず
無
事
に
終
わ
っ
た
の
は
何

よ
り
で
し
た
。

前
評
判
の
高
か
っ
た
沙
羅
、
真
央
の
金
メ
ダ
ル

は
不
発
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
氷
上
を
華
麗
に
舞

っ
た
羽
生
の
金
、
七
度
目
の
挑
戦
四
十

一
歳
葛
西

の
銀
な
ど
嬉
し
い
メ
ダ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
十
代
の
若
者

達
が
の
び
の
び
と
戦
っ
て
メ
ダ
ル
を
手
に
し
、
次
の
五
輪

に
明
る
い
展
望
を
開
い
て
く
れ
た
の
も
収
穫
で
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
に
勝
る
収
穫
は
、
メ
ダ
ル
や
順
位
は
さ
て

お
き
、
こ
の
大
会
に
臨
ん
だ
選
手
達
が
、
晴
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
日
標
を
持
っ
て

厳
し
い
鍛
錬
と
不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
多
く
の
国
民
こ
と
に
若
い
世
代
に

身
を
以
て
示
し
て
く
れ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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(いきいきふれあいサロンのモツトー)

出会い。ふれあい 。語り含しヽ

2月 は光寿会との共催で、光寿

会会員作品展を開催しました。

次 回 は 3月 19日 (第 3水曜日)

大画面ビテオシアター

「身の回りの安全について」
高齢者の日々の生活には様々

な危険がいつぱい。毎日を安全
に暮らすための知恵を身につけ
ましょう。10時から約1時間ほど

です。ちよつと顔を出してみませ

んか。
午後は1時から仏説阿弥陀経

の読誦と観無量寿経の書写最終
回を行います。筆ベンご持参くだ
さい。


